
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１０月 

 

 

 

 

 

 

足  利  市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 調査の概要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

① 調査の目的 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

② 調査の方法 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

③ 調査項目 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

④ 回収状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

⑤ 留意点 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

 

２ 調査結果 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 

(1) 基本属性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 

① 性 別 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 

② 年 齢 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 

③ 職 業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３ 

④ 通勤・通学先 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３ 

⑤ 居住年数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４ 

⑥ 家族構成 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４ 

⑦ 住 宅 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ 

⑧ 居住地区 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ 

 

(2) 足利市総合計画での取り組み ‥‥‥‥‥‥‥６ 

① 満足度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６ 

①―２ 満足度（加重平均値） ‥‥‥‥７ 

①―３ 満足度（加重平均値）経年変化 ‥‥‥‥８ 

② 重要度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９ 

②―２ 重要度（加重平均値） ‥‥‥‥１０ 

②―３ 重要度（加重平均値）経年変化 ‥‥‥‥１１ 

■ 満足度上位５位 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２ 

■ 重要度上位５位 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３ 

■ 満足度と重要度の関連（分布図）  １４ 

■ 自由記載意見等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５ 

 

(3) 市民の生活実践 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７ 

① ボランティア活動等への参加 ‥‥‥１７ 

② 健康づくりのための実践 ‥‥‥‥‥１８ 

 

(4) 情報について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９ 

① 「あしかがみ」の閲読 ‥‥‥‥‥‥１９ 

② 足利市ホームページの閲覧 ‥‥‥‥２０ 

③ 市政情報の入手手段 ‥‥‥‥‥‥‥２１ 

        ④ 「市議会だより」の閲読‥‥‥‥‥‥２２ 

 

       (5) 今後の人口に対する本市の取り組み‥‥２３ 

３ アンケート調査票



1 

 

１ 調査の概要                      

① 調査の目的 

足利市では、第６次総合計画に基づいたまちづくりを進めていますが、市民が日常生活を通

して感じる市の取り組みに対する満足度、重要度等の意見をお聴きし、総合計画の進行管理に

役立てようとするものです。 

 

② 調査の方法 

(1) 対 象 者   住民登録する満２０歳以上８０歳未満の市民１,５００人 

(2) 抽出方法   住民基本台帳から等間隔無作為抽出（Ｈ２２．５．１現在） 

(3) 調査方法   郵送調査（ハガキによる催告１回） 

(4) 調査期間   平成２２年５月２０日～６月１１日 

 

③ 調査項目 

(1) 基本属性 

(2) 足利市総合計画での取り組み 

(3) 市民の生活実践 

(4) 情報について 

(5) 今後の人口に対する本市の取り組み 

(6) 自由意見 

 

④ 回収状況 

(1) 配 付 数   １，５００ 

(2) 有効回収数     ８４６ 

(3) 有効回収率   ５６．４％ 

■ 性 別 

 男 女 丌 明 

配 付 数 ７５１ ７４９  

有効回収数 ４０３ ４３９ ４ 

有効回収率 ５３．７％ ５８．６％  

■ 年代別 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上 丌 明 

配 付 数 １７０ ２６９ ２５０ ２６９ ３２８ ２１４  

有効回収数 ７６ １０８ １３５ １６０ ２１７ １４６ ４ 

有効回収率 44.7％ 40.1％ 54.0％ 59.5％ 66.2％ 68.2％  

■ 地区別 

 
旧市内 毛野・富田 

三重・山前・三和・

葉鹿・小俣 
北郷・名草 

山辺・矢場川・御厨・

久野・梁田・筑波 
丌 明 

配 付 数 ２７６ ２１８ ３９３ １５９ ４５４  

有効回収数 １７０ １２８ ２０５ ９０ ２４５ ８ 

有効回収率 ６１．６％ ５８．７％ ５２．２％ ５６．６％ ５４．０％  

⑤ 留意点 

 割合は、小数点以下第２位を四捨五入のため、合計が１００％とならない場合があります。 
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２ 調査結果 

(1) 基本属性 

① 性 別 

 

性別は、「女性」が５１．９％、「男性」が４７．６％となっています。 

② 年 齢 

  

年齢は、「６０歳代」が２５．７％で最も多く、次いで「５０歳代」、「７０歳代」となっています。 

 

男性

47.6%
女性

51.9%

無回答

0.5%

F1 性別はどちらですか。 Ｎ=８４６ 

Ｎ=８４６ 
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③ 職 業

 

職業は「勤め人」が３０．６％、「自営業・事業主」が１５．２％、「パート・内職・アルバイト」

が１４．９％となっており、合計した６０．７％の方が『働いている方』となります。 

 『働いている方』の割合は、男性が６８．５％、女性が５４．２％となっています。 

④ 通勤・通学先 

 

 『働いている方』の通勤・通学先は、「足利市内」の６８．０％が最も多く、次いで「太田市」

が９．７％、「佐野市」が３．８％となっており、「両毛都市圏以外の群馬県」が４．０％となって

います。 

 （なお、回答者のうち、「学生」は１１人であり、全体の傾向に対する影響は尐ない。） 

 

Ｎ=８４６ 

Ｎ=５５６ 
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⑤ 居住年数 

 
 居住年数は、「２０年以上」が８３．８％と大多数を占め、次いで「１０年以上～２０年未満」

が６．７％、「５年未満」が４．６％となっています。 

⑥ 家族構成 

 

 家族構成は、「親と子」が４３．９％、「夫婦のみ」が２４．７％、「親と子と孫」が９．８％と

なっています。 

 「親と子」、「夫婦のみ」に「一人暮らし」を加えた『核家族』の割合は、７６．３％となっていま

す。 

 

５年未満

4.6

５年以上～

１０年未満 4.1

１０年以上～

２０年未満 6.7

２０年以上

83.8

無回答

0.7

F5 足利市にお住まいになって、どれくらいになりますか

（足利市に転入・転出されたことのある方は年数を通算してください。）
Ｎ=８４６ 

Ｎ=８４６ 
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⑦ 住 宅 

 
 自宅は、「持ち家」が８１．１％で圧倒的に多く、「民営の借家」、「公営住宅」、「社宅、寮」、「下

宿、間借り」の合計が１６．８％となっています。 

⑧ 居住地区 

 

 市内を５つのブロックに分けた居住地区は、南部の「山辺・矢場川・御厨・筑波・久野・梁田」

が２９．０％、西部の「三重・山前・三和・葉鹿・小俣」が２４．２％、「旧市内」が２０．１％、

東部の「毛野・富田」が１５．１％、北部の「北郷・名草」が１０．６％となっています。 

 

持ち家

81.1

民営の借家

12.6

公営住宅

3.2

社宅、寮

0.6

下宿、間借り

0.4 その他

1.7

無回答

0.5

F7 お住まいは、つぎのどれになりますか。

旧市内

20.1

毛野・富田

15.1

三重・山前・三和・

葉鹿・小俣

24.2

北郷・名草

10.6

山辺・矢場川・御

厨・筑波・久野・梁

田

29.0

無回答

0.9

F8 お住まいの地区は、どちらですか。

Ｎ=８４６ 

Ｎ=８４６ 
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(2) 足利市総合計画での取り組み 

①満足度 

 

Ｎ=８４６ 
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① ― ２ 満足度（加重平均値） 

 

 

 

 

 

満足度加重平均値 

 

A×５＋B×４＋C×３＋D×２＋E×１ 

回答者総数―F 

 

A：満足している 

B：やや満足している 

C：どちらともいえない 

D：やや丌満である 

E：丌満である 

F：無回答 

 

 「満足」と「丌満」の分岐点となる「ど

ちらともいえない」を３として加重平均値

を求めた結果、「ごみ減量・省エネルギー」

が最も高い値となりました。 
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①  ― ３ 満足度（加重平均値）経年変化 
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② 重要度 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ=８４６ 
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② －２ 重要度（加重平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.68 

4.63 

4.55 

4.45 

4.44 

4.43 

4.42 

4.40 

4.36 

4.27 

4.27 

4.20 

4.19 

4.17 

3.97 

3.95 

3.95 

3.93 

3.60 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

14 高度医療、救急救命体制

12 子育て環境

10 企業誘致等雇用の増大

１ 小・中学校での学習指導活動

13 生活習慣病や介護の予防

19 交通安全対策

16 大規模災害時対策

15 ごみ減量や省エネルギー

17 地域での防犯活動

９ 地場産業活性化支援

６ 市外からの誘客

４ 市民と行政との協働

７ 足利産品の全国発信

８ 観光客へのおもてなし

５ 市民活動の環境

２ 生涯学習機会の提供

３ 学習成果の生かせる場

11 住宅や宅地の整備

18 密集市街地の解消

図2 重要度（加重平均値）

 重要度の加重平均値

では、「重要である」と

「重要でない」の分岐

点を３とする数値とな

っていますが、５年連

続ですべての取り組み

が「重要」側に位置す

る評価となっていま

す。 
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② ―３ 重要度（加重平均値）経年変化 
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■ 満足度上位５位 
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■ 重要度上位５位 
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■ 満足度と重要度の関連（分布図） ＜縦軸：満足度 横軸：重要度＞ 
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■ 本市の取り組みに対する自由記載意見等 

 

１ 小・中学校での学習指導活動の充実                                

○ 学業以外にもマナー教育や体力づくりを充実してほしい     ５件 

○ 教師の指導力丌足を感じる                  ５件 

○ 土曜日に授業や活動を行ってほしい              ３件 

２ 生涯学習の様々な学習機会・場の提供                               

○ 催し物が市中心部に偏っている                ５件 

○ 参加したいが時間がない                   ３件 

○ 対象年齢に偏りがある                    ２件 

３ 学んだことが様々な活動に生かせる場づくり 

○ 学んだことを生かせる場が尐ない               ４件 

○ 取組内容がよくわからない                  ３件 

４ 市民と行政との協働の取り組み 

○ 市民の声を聞く機会をより多く設けて欲しい          ６件 

○ 市民と行政の考え方にずれがある、行政が一方的        ４件 

○ きっかけが尐ない                      ３件 

５ ボランティアなどの市民活動がしやすい環境づくり 

○ 市民への呼びかけ、広報活動がさらに必要           ３件 

○ ボランティアの人材丌足                   ３件 

○ 支援窓口が分かりづらい                   ２件 

６ 市外から多くの来訪者に来ていただくための取り組み 

○ 魅力が尐ない、観光スポットを増やすべき           ８件 

○ もっとＰＲを強化すべき                   ５件 

○ 大型ショッピングモールを誘致すべき             ５件 

７ 足利産品の全国発信の取り組み 

○ 足利には名産品がない、分からない             １０件 

○ もっとＰＲを強化すべき                   ７件 

○ 産品を販売できる道の駅やアンテナショップなどを設置すべき  ６件 

８ 観光客へのおもてなしの向上の取り組み 

○ 市民の意識改革が必要                    ４件 

○ 回遊バスを設置してはどうか                 ３件 

○ 市民以外から収入を増やす取組をすべき            ３件 

９ 地場産業活性化の支援 

○ 新規事業、新製品開発にもっと支援をすべき          ３件 

○ 市の発展にとって地場産業の活性化は非常に重要        ２件 

10 企業誘致等による雇用の増大の取り組み 

○ 雇用が尐ない、取り組みが弱い               １１件 

○ 非常に重要、今後の取り組みに期待              ７件 

○ 市外から人口増につながる優秀な企業の誘致をしてほしい    ５件 

11 住宅・宅地の整備 

○ 市街化区域と調整区域の見直しが必要             ３件 

○ 人口が減尐しているのに住宅の整備は必要ない         ３件 

○ 地域によって偏りがある                   ２件 

12 安心して子どもを生み育てる環境づくり 

○ 子どもの遊ぶところが尐ない                １１件 

○ 他市と比べるとかなり遅れていると感じる           ９件 
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○ ワクチン接種や第３子出産支援などの助成を充実してほしい   ８件 

13 生活習慣病・介護の予防対策 

○ 個人の問題、自己対策が必要                 ４件 

○ 介護についてこれまで以上に助成をしてほしい         ３件 

14 高度医療、救急救命体制の整備・充実 

○ 新しい日赤に期待                      ４件 

○ 受け入れ態勢の整備、地域連携が必要             ３件 

○ 日赤への支援を充実すべき                  ３件 

15 ごみ減量や省エネルギーへの取り組み 

○ こみ減量にごみ袋の有料化は有効だと思う           ５件 

○ 分別品目をもっと多くすべき                 ３件 

○ 分別を守らない人が多い、徹底すべき             ３件 

16 大規模災害時への対策 

○ 対策内容が丌明、いざというとき何をすればいいのか分からない ９件 

○ 災害弱者に対する対策をすべき                ３件 

○ 危険箇所、避難所が分からない、もっとＰＲすべき       ３件 

17 地域における防犯活動の推進 

○ 地域による取り組みが必要                  ８件 

○ 活動しているのかどうか分からない              ３件 

○ 街灯が暗い                         ２件 

18 密集市街地の解消への取り組み 

○ 密集市街地といえるところがあるのか疑問           ２件 

○ 緊急車両が入れないところは道を拡幅してほしい        ２件 

19 高齢者や障害者など誰もが安心して移動できる交通安全対策 

○ 段差やガードレールなどさらなる歩道の整備をすべき      ６件 

○ 自動車に頼らない交通手段の整備をすべき           ４件 
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 (3) 市民の生活実践 

① ボランティア活動等への参加 

 
ボランティア活動等に「参加している」方の割合は、４３．６％ 

 

 ボランティアや自治会・育成会などの社会貢献活動に「参加している」方の割合を性別でみると男

性の方が４８．４％と割合が高く、年代別では、６０歳代が最も高くなっています。 

また、「参加していない」方の割合では 20 歳代が最も高い割合となっています。 

Ｎ=８４６ 
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②健康づくりのための実践 

 

健康づくりを「実践している」方の割合は、６１．１％ 

 

食生活や運動などで健康づくりを「実践している」方の割合は、６１．１％で「実践していない」

方の割合は、１７．１％、「今後行ってみたい」方の割合は、２０．１％となっています。 

 性別では、女性の方の「実践している」割合が高く、年代別では、７０歳以上の方が約７０％を超

えるなど、年齢が高くなるほど実践率も高くなる傾向がみられます。 

Ｎ=８４６ 
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(4) 情報について 

① 「あしかがみ」の閲読 

 
広報紙「あしかがみ」の閲読率は、８７．４％ 

 

 「あしかがみ」を「よく読んでいる」方は４５．４％、「関心のあるところを読んでいる」方は４

２．０％で、これを合計すると、『読んでいる』方の割合は８７．４％となります。 

 性別では、女性の方の『読んでいる』割合が高く、９１．６％となっています。 

 年代別では、「よく読んでいる」方の割合は、年代が上がるに従ってより高くなる傾向に 

あり、７０歳以上の６３．７％が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

Ｎ=８４６ 
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② 足利市ホームページの閲覧 

 

足利市ホームページの閲覧率は、４６．５％ 

 

 足利市のホームページを「よく見ている」方の割合は５．０％、「ときどき見ている」方は１８．

３％、「見たことがある」方は２３．２％であり、これらを合計すると、ホームページの閲覧率は４

６．５％となります。 

 性別では、男性の方の閲覧率が高く、年代別では３０歳代の閲覧者の割合が６３．９％と最も高く、

６０歳代の３１．９％が最も低くなっています。 

 また、「よく見ている」方の割合では、７０歳以上の方が１３．０％で一番高くなっています。 
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③ 市政情報の入手手段 

 

市政情報の入手手段は、「あしかがみ」が４１．０％ 

 

 市政に関する情報の入手手段では、割合の高い順に広報紙「あしかがみ」が４１．０％、「町内の

回覧板」が２６．０％、「新聞」が１０．０％、「わたらせテレビ」が７．０％、「インターネット」

が４．０％となっております。男性、女性やどの年代の方々においても過半数の方が紙媒体の手段に

より情報を得ています。 

Ｎ=１６９２ 
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④「市議会だより」の閲読 

 

 

「市議会だより」の閲読率は、６２．６％ 

 

 「市議会だより」の閲読については、「よく読んでいる」方の割合が１９．１％、「関心のあるとこ

ろを読んでいる」方の割合が４３．５％であり、これらを合わせた閲読率は６２．６％となっていま

す。性別では、女性の方の閲読率が高く６４．２％となっています。 

 年代別では、「広報紙あしかがみ」と同様の傾向を示し、年代が上がるに従って、閲読率が高くな

っています。また、「よく読んでいる」方の割合では、７０歳以上の方が３８．４％で最も高く、閲

読率でも７０歳以上の７６．１％が最も高くなっています。 
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(５) 今後の人口に対する本市の取り組み 

 

「人口を増やすための施策に積極的に取り組むべきである」を選んだ方の割合が４８．０％ 

 

 「人口を増やすための施策に積極的に取り組むべきである」を選んだ方の割合が４８，０％で最も

高く、次いで、「人口は減尐しても１人ひとりの住民サービスの向上を優先すべきである」を選んだ

方の割合が２６．０％となっています。 

また、年代別では「人口を増やすための施策に積極的に取り組むべきである」を選んだ方は６０歳

代の方が一番多く、「人口は減尐しても１人ひとりの住民サービスの向上を優先すべきである」を選

んだ方は２０歳代の方が一番多くなっています。 
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